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   U3700/U3800スペクトラム・アナライザ（スペアナ）GetTraceDataV4 取扱説明書  Ver.4.0: 2014/12/07 

                   ADVANTEST 

１．インストール：本ソフトウェアのディレクトリ Installer の中の setup.exeを実行します。(動作条件：Windows VISTA/7, Microsoftネットワーク等) 

２．ドライバー：National Instruments 社製の NI_VISAが必要です。パソコンにインストールされて無い場合は、NI社のホームページまたは 

  添付のドライバーからインストールして下さい。（XP/2000, VISTA/7用があります） 

３．起動：スタート  すべてのプログラム  U3700 GetTraceDataV4 EVA  U3700 GetTraceDataV4 EVAを実行します。 

                          

４．測定準備：スペアナの IPアドレスを確認しメニューの IPアドレス欄に入力します。CONNECTボタンを押します。（スペアナを接続するとき） 

IPアドレス入力 

コネクトボタン 

ストップボタン 

再起動ボタン 

測定周波数入力 

Ref.レベル入力 

波形リフレッシュ, 

クリア, Max, Min 

Density Graphの 

書換え On/Off 

       *IP Address Format: 

TCPIP::192.168.0.1::5025::SOCKET 

終了ボタン(X) 

Save File (CSV) 

Recall File (CSV) レベルモード入力 

パラメータ設定 

CH1/2設定(OPT) 

測定開始ボタン 
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５．停止と再起動：STOPボタンで停止します。そのまま終了は×ボタン、再起動は右上の＝＞ボタンを押し CONNECTボタンを押します。 

６．キーの説明：本説明書にあるパネル図の解説と同時にソフトウェアで HELPを ONし該当キーにマウスをあてると簡単な説明が表示されます。 

     

 

  (1)下記４項目は CONNECTと同時に設定されます。CONNECT後は設定できなく 

  なります。変更の必要がある場合は Control Command 機能を使用します。 

 *Preset: Spectrum Analyzer のプリセット実行 ON/OFF 

 *Screen On/Off: Spectrum Analyzer の画面 ON/OFF 

 *Sweep Mode: トレースデータの取得モード Normal= Get trace with interval 50ms/  Wait SwpEnd =Get Trace after Sweep End 

 *Trigger Mode: 掃引のトリガーモード 

  (2)Level Format: dBm, dBuV, Points を設定します。dBm, dBuVは Units, Ref.Level, dB/Divが Spectrum Analyzer に設定されます。 

  Pointsの場合は Units, Ref.Level, dB/Divは Spectrum Analyzer に設定されません。 

 

 (3)次のページに測定画面の例を示します。（PC 画面が小さいときは最大画面にしてスクロールで画面を移動します） 

上記の条件がスペ

アナとグラフ縦軸

に設定されます 

スペアナ直接制御： 

GPIBコマンドを入力し、 

SENDボタンを押します。 

CONNECT を押す

前に設定します。 

その後、設定不可 

1. IPアドレスの確認 

2. Connectを押す 

3. Measurementを押す 
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スペアナのモニター画面

です。測定を開始すると波

形表示が可能となります。 Refresh で書換え、Max, Min

で表示を On/Off します。Max 

Min は常時演算しています。

CLEAR でメモリのデータは

リセットされます 

Density グラフのデータ

書換えスイッチです 

Densityグラフの縦軸 

範囲を設定します。 

（最大 500ステップ） 

Densityグラフの Y 

カーソル位置でその 

データを表示します 
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3Dグラフのデータ書換え

スイッチです 

連続データ書換え

スイッチです 

カーソル部分の周波数

とレベルを表示します 

このYカーソル部分の

スペクトラムを見ます 

この Xカーソル部分の

レベル変化を見ます 

カーソル部分のレベル

を表示します。 

Density の X カーソル

周波数を表示します 

視点移動と拡大： 

描画後、書換えを Off にして、 

マウスを移動し、左クリックで 

サイコロマークを移動させます。 

センターボタンで拡大縮小可能 



  5 

７．グラフの説明 

 

 ■ Trace:  スペアナのトレース Aの波形データが表示されます。（接続されているスペアナのモニター） 

   Refreshキーにより書換えのスタート・ストップができます。（Max, Minの演算もスタート・ストップします） 

   波形データの Max, Min表示が可能です。（表示されてなくても演算を行っています） 

   Max, Min演算データのクリアは必要なときにクリアボタンを押します。 

 

 ■ Spectrum View: Densityグラフの Yカーソル部分のスペクトラムを表示します。 

   Yカーソルを移動することにより時間とともに変化するスペクトラムが観測できます。 

 

 ■ Level View: Densityグラフの Xカーソル部分のレベル変化を表示します。 

   Xカーソルを移動することにより時間とともに変化するレベルが観測できます。 

 

 ■ Density: スペクトラムを上からみて、その信号の強さを色で、時間的変化をＹ軸で観測できます。 

   このグラフには、Xカーソル、Yカーソルがあり、そこの部分のデータは別のグラフに表示されています。 

   Yカーソルは Spectrum View で、ある時間におけるスペクトラムが観測できます。 

   Xカーソルは Level View で、ある周波数におけるレベル変化を時間軸で観測できます。 

   それぞれのカーソルはマウスで移動できます。 

   このグラフのデータはWrite Densityスイッチ ONで書換えが開始されます。 

   なお、このグラフのデータはセーブとリコールができます。 

   注）データの記録容量は 501ステップです。（旧バージョンは 145ステップです） 

 

 ■3D Graph: 波形データが 3次元で観測できます。演算に多少時間がかかりますので、観測したい波形の書換えは 

   Write 3D キーにて一回だけ行なってください。なお、連続書換えは Contin[uous] Writing キーを ONします。 

   また、マウスにより視点角度や大きさが変更できます。 
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８．周波数軸のポイント数変更メニュー 

 

 周波数軸（グラフ横軸）のポイント数は基本的に 1001ポイントですが、表示を 501ポイントに変換できる特別メニューがあります。 

 ただし、スペアナは 1001ポイントの設定で使用して下さい。（例：CSVファイルが 501ポイントの再生に使用します） 

 3Dグラフの下側が見えるようにスクロールバーで移動します。 

 X Points で 1000か 500を選択します。その後、Set X Pointsキーを押します。（X Pointsの設定だけでは動作しません） 

 

        

 

 

９．Save/ Recall について 

 Save機能により全グラフの測定データがセーブできます。また、Recall機能ではリコールしたデータから全グラフが再表示されます。 

 （リコールしますと、Measurementと RefreshそしてWrite Densityは OFFとなります） 

 なお、ファイル・フォーマットは CSVですので、次のページに示すファイル・フォーマットに合せてファイルを作成しますとリコール 

    可能なファイルが作成できます。したがって、他のソフトウェアや装置で取得した波形データを 3Dグラフで観測できます。 

 また、リコールしますとファイルの Line-1コメント行が Connected Message欄に表示されます。（ファイルの確認に利用できます） 

 

グラフの描画設定 

（右クリック） 
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       Format of CSV File 

 

  COLUMN:    A        B        C        D         Column SH, SI, SJ = Spectrum Analyzer’s Monitor Graph 

     Trace(1),  Trace(2),  Trace(3),  Trace(n),                                            Trace(501),   Max,    Write,    Min 

                 

 

                 

     Trace(1) 

 

     LINE: 

 

1. Comment: 

2. Comment: 

3. Center Frequency 

4. Span Frequency 

5. Ref. Level 

6. dB/ Division 

7. Comment: 

8. Level Format Data 

9. Comment: 

10. Data (1), Trace(1) 

11. Data (2), Trace(1) 

12. Data (3), Trace(1) 

 

n. Data (n), Trace(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1010. Data (1001), 

     Trace(1) 


